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親交会の事業内容と取り組み
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現代の個々の学生に対する教育は、学生意識の変化などにより旧来の方法では対応しきれない難しい一面があり
ます。親交会は、このような状況を踏まえて父母等と大学が協調し、緊密な連携を保つことで大学教育の効果をよ
り高いものとし、学生の成業と人間形成に資することを目的として1979年9月に設立され、 現在に至っています。

事業内容

教育環境への配慮

総会は、年1回6月に大学で開催しています。例年多数の父母等・役員
及び本学の関係者が出席して、
前年度の事業・決算・会計監査
報告、新年度の事業計画・予算・
役員の改選などの議案を審議し
ています。なお、年に数回、役員
による理事会を開催し、本会の
会務を処理しています。

全学的行事（大学祭・体育祭）や各種活動など、学生の課外活動を
振興させるための援助を行っています。

総会 各種援助

親交会の組織

本会設立以来、教育環境をより豊かにするための一助として、大学に対し備品や絵画等を寄贈してきました。

新講義棟落成に際して、オブジェベンチ
「KITE」（作・高橋三太郎氏）を寄贈しました。

大学名称変更に際して、クラブユニフォーム
や部旗を新調するための経費を寄付し、22
団体がユニフォームや部旗を新調しました。

新体育館落成に際して、オブジェベンチ
「HOPE」（作・高橋三太郎氏）を寄贈しま
した。

このベンチは、虹、橋の型を想起させる弓状に力一ブしており、
「より高く、より遠くへ」と向かう意思の力を意味しており、
「HOPE」と名づけられています。

学校法人北海道科学大学法人創立100周
年記念事業に際して、絵画「HORIZON」
(作・国松希根太氏)を寄贈しました。

2023年

新型コロナウイルス感染症予防対策とし
て入館時の体温感知のサーモグラフィー
を寄贈しました。

2021年

薬学部統合に際して、薬学部学生のクラブ
ユニフォームを新調するための経費を寄付
しました。

新型コロナウイルス感染症予防対策を講じ
るための経費の寄付とキャンパス内の各棟
に設置するためのアクリルパーテーション・
自動消毒液噴霧スタンドを寄贈しました。

2020年2001年 2014年

2012年

北海道科学大学開学50周年の記念品とし
てG棟1階に掲示板を寄贈しました。

2017年

2018年

日頃より本学の教育活動に対し、父母等の皆さまには格別のご理解とご支援を賜り、心より感謝
申し上げます。
　さて、現在の北海道では少子高齢化と人口減少が進み、広域分散型社会や積雪寒冷といった
地域特有の課題が顕在化しています。一方、生成AIなどのデジタル技術の進展により社会変革
が加速し、変化に対応できる人材育成の重要性が高まっています。2040年に向けては人材不足
が深刻化し、特に地域を支えるエンジニアやエッセンシャルワーカーの確保が課題です。
　こうした社会的要請に応えるため、本学は2027年４月に手稲駅前に新キャンパスをオープン
し、「地域創造学部地域創造学科（認可申請中）」「情報科学部経営情報学科（設置届出済）」を
設置 することで、多様な人材の育成・輩出に取り組みます。また、「＋Professional教育」のス
ローガンのもと、学生一人ひとりが先を見通すチカラ、学び続けるチカラ、深い教養を身につけ、
変化の激しい社会をたくましく生き抜く力を養うことで、地域に貢献できる実践力ある人材育成
を推進してまいります。
　親交会は、大学と父母等の皆さまをつなぐ重要な架け橋であり、学生の成長を支える大切な活
動の一つです。本学では親交会と共催で、学生の学修状況や成長の様子を共有する機会である
「教育懇談会」を10月に開催いたしますので、ぜひご出席いただければと存じます。
　私たちは今後も、父母等の皆さまと共に学生たちの成長を支え、地域社会に貢献できる人材の
育成に尽力してまいります。父母等の皆さまにおかれましては、親交会を通じて本学の充実と発
展にご協力を賜りますようお願い申し上げますとともに、皆さまのご健勝とご多幸を心よりお祈り
申し上げます。

2024年度親交会総会におきまして、親交会会長に選任されました守谷仁利と申します。微力な
がら会員の皆さまのご協力をいただきながら、責務を果たしていきたいと思いますので、ご指導
のほどよろしくお願いいたします。
　北海道科学大学の前田キャンパスは、2023年4月に北海道科学大学高校が移転し、学生や
生徒、教職員など約6,000名が行き交う一大キャンパスとなりました。
　さらに、本年12月には、さまざまな人が出会い、未来をともにつくる「ベースキャンプ」をコンセ
プトとした新キャンパス「てっぽくベース」が完成する予定です。
　どのキャンパスからも、手稲の山々を間近に仰ぐ雄大な自然を背景に、広大なキャンパスと充
実した施設設備を持つ大変恵まれた教育環境にある大学では、「＋Professional」のスローガン
のもと、基盤能力と専門性を併せ持つ人材育成を目指し、教育活動に取り組んでいます。また、
社会貢献に関しても北海道内のいくつかの地域との連携協定や手稲区との防災連携協定も
行っており、こういった大学の取り組みは我々父母等にとっても大変喜ばしいことであります。
　さて、親交会設立の目的は「学生の知識及び技能の向上と、有為な社会人としての人間育成を
図るため、大学と家庭との緊密な連携及び協調体制を保つ組織として設立する」と会則に謳わ
れています。親交会は学生一人ひとりが更に充実した学生生活を送り、有為な社会人となれるよ
う大学と会員間との緊密な連携、協調が保てるよう努力してまいりたいと思います。どうか今後
も親交会の目的を果たすべく、皆さま方の物心両面におけるご支援をいただけますようよろしく
お願い申し上げます。
　この「親交会のご案内」は会員の皆さまに大学の一端を知っていただくために発刊しておりま
す。折に触れてこの冊子をご覧いただき、大学をより身近なものとして受け止めていただければ
幸いに存じます。

 

 

親交会 会長

守谷  仁利

北海道科学大学
学長

川上  敬

ごあいさつ

※学部学科名称を含めて予定であり、計画変更の可能性があります。
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大学の国際交流委員会が主催する「タ
イ文化研修」と「台湾学生交流研修」に
参加した学生に対し、参加経費の一部
を助成しています。

親交会と大学の共催で、前期成績結果と学生生活全般にわたる修
学状況について、学科教員と個別面談を行います。
年1回10月に大学で開催し、学食体験や施設見学も実施しています。

教育懇談会

※

G R E E T I N G S

O V E R V I E W

海外研修

食生活のみだれ（偏食・欠食）を改善す
ることを目的に年6回実施され、４回分
を親交会から助成しています。学内の
LAWSONにおいて、400円相当の朝
食セットを100円で販売しています。

100円朝食キャンペーン



冬季休業終了
冬季休業明け始講
後期終講

第4期定期試験（薬学部）
後期定期試験
（工学部・情報科学部・保健医療学部・未来デザイン学部）

在学生ガイダンス

キャリア支援イベント
合同業界研究会（一部学科は対象外）

キャリア支援イベント
キミとホッカイドウ

第3期定期試験（薬学部）
後期中間試験（工学部・情報科学部・保健医療学部・未来デザイン学部）

夏季休業終了
後期ガイダンス
後期始講

大学祭

前期定期試験
（工学部・情報科学部・保健医療学部・未来デザイン学部）
夏季休業開始
東北工業大学・北海道科学大学総合定期戦

前期終講
第2期定期試験（薬学部）

第1期定期試験（薬学部）
前期中間試験
（工学部・情報科学部・保健医療学部・未来デザイン学部）

体育祭
親交会総会（親交会事業）

開学記念日（5月10日）

入学式
新入生ガイダンス
定期健康診断

ノートPCセットアップガイダンス
新入生クラブ紹介
前期始講

春季休業開始

学位記授与式
卒業祝賀会

4月

5月

6月

7月

8月

9月

11月

12月

1月

2月

教育懇談会（親交会事業）10

3月

S C H E D U L E

協学会執行部が主催しており、新入
生のクラブ加入促進を目的として毎
年多くのクラブ団体が参加しているイ
ベントです。クラブ団体の在学生はメ
インアリーナにブースを構え、毎年多
くの新入生が参加します。

毎年交互に開催する、スポーツを通し
て学生同士の交流を目的とした伝統
的な行事です。昨年は、第40回という
節目の記念大会で、12競技13種目が
実施され、東北工業大学が総合優勝
という結果でした。

屋外競技、屋内競技と会場をわけて
開催しています。昨年は、バスケット
ボール、バレーボール、サッカー、ソフ
トボール、e-sportsの5種目6競技が
行われ、大いに盛り上がりました。

大学祭実行委員会の学生が中心に企
画・運営を行う大学祭には、地域の
方々や卒業生など多くの方が来場され
ます。友人同士、ゼミ、クラブなどの学生
団体による模擬店が出店し、多彩なグ
ルメや企画が毎年楽しまれています。

新入生向けガイドブック「BEGINNER'S BOOK」は、紙媒体からweb媒体
へ変更になりました。「BEGINNER’S BOOK」は、教員紹介（学内アクセス
限定）や年間行事等の基本情報を掲載しています。また、FAQや、大学生活
に必要な情報を集約した在学生情報サイト「HUSナビ」の活用方法等を掲
載し、新入生が円滑に大学生活を送るためのガイドブックとなっています。
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住所が
変わったときは

ビギナーズブック

大学では、父母等宛に授業料等納入書などをお送りしています。また、
学生に対しても居住先ヘ修学上の連絡をすることがあります。したが
って、住所変更の届け出がない場合は大学からの連絡が伝わらない
ことがありますので、父母等または学生の住所を変更したときは、
HUS-UNIPAより学籍情報変更申請を行うようお願いします。

電話による
問い合わせ

大学では、学生の呼び出しや伝言、授業の欠席連絡、補講・試験時
間の確認などのお電話には、緊急時を除き対応しておりません。大
学から学生へのお知らせは原則としてHUS-UNIPAを通じて行って
おりますので、必要な情報はそちらをご確認いただき、お電話でのお
問い合わせはお控えくださいますようお願いします。

各種詳細情報を
本学Webサイトから
ご覧いただけます。

月

冬季休業前終講
冬季休業開始

活躍するために
必要な
力をつける

工学部・情報科学部・未来デザイン学部の1・2年生が対象の授
業です。学科混合のグループワークを中心に自己理解・他者理
解を深めながら自己肯定感の醸成などを図ります。

キャリア形成Ⅰ・Ⅱ（必修科目）

ビルドアッププログラム
「就活の不安解消」 「大学生活の充実」に役立つ全学科全学年
対象の任意参加型プログラムです。コミュニケーションスキル・
先輩の話・就活で役立つテクニック・自己理解など、様々なテー
マをオムニバス形式で開催します。

数字で見るHUS沿革組織図構内マップ

進路について
知る 大学に企業・医療機関等の採用担当の方を複数お招きし、合

同で説明会を実施します。本学卒業生が活躍する企業・医療
機関等が多く参加しており、一日で複数社の説明を聴くことが
できます。

学内合同業界研究会

3月より、新しいキャリア支援システム「ガオキャリ」の運用を
スタートしました。求人票の検索や個人面談の予約など、就活
に向けた様々な準備をすることができます。父母等の皆さまか
らもお子さまへ利用を促していただきますようお願いします。

北海道科学大学 キャリア支援システム
「ガオキャリ」

個別支援を受ける
キャリア支援課職員が、就職活動全般に関する相談対応・履
歴書の添削・面接練習など、様々な形で学生一人ひとりを個別
にサポートします。1年次から利用可能です。

学生個別支援

キャリア支援課
G棟1階 ／ 開室時間 平日8:30～17:00

北海道科学大学年間行事予定 C A R E E R  S U P P O R Tキャリア支援について

D E P A R T M E N T各センター・事務局の業務内容

学生一人ひとりのステップに応じた多彩なキャリア支援を展開。

総務課 学生支援センター／教務課

学生支援センター・
保健管理センター／学生課

キャリア支援センター／
キャリア支援課

学生生活、学生相談、保健管理に関する
こと／ 課外活動、下宿、厚生運営に関す
ること／学生医療互助会、学生教育研
究災害傷害保険に関すること／奨学金
に関すること／国際交流に関すること

地域共育センター／地域連携課

学籍管理、授業及び試験に関すること／
成績管理に関すること／教職課程に関
すること／教科書販売に関すること

教務企画課
授業改善アンケートに関すること／卒業
時アンケートに関すること／教育改善の
ための調査に関すること

入試広報センター／入試広報課
入学試験に関すること／学生募集
に関すること／大学広報に関するこ
と／高大連携教育に関すること／出
前授業等に関すること

来客の受付及び代表電話の窓口／入
学式・学位記授与式に関すること

校友課
親交会に関すること／同窓会に関すること

財務課
学費の納入に関すること

施設の保全管理に関すること

管財課 地域連携に関すること／公開講座・
生涯学習に関すること／出前授業・
学校見学に関すること（小学校・地域
住民等）  

研究推進社会実装センター／
研究推進課
研究推進及びその成果の発信に関
すること／産学官連携活動及び社会
実装に関すること／外部資金獲得に
関すること

進路登録・求人紹介に関すること／求
人応募・選考対策に関すること／キャリ
ア教育に関すること／インターンシッ
プ・職業体験に関すること／資格取得
に関すること／既卒者のキャリア支援
に関すること／学内外関係機関とのキ
ャリア連携に関すること

学術情報センター／学術情報課
情報教育に関すること／学内LANの維
持・管理に関すること／教学システムの
維持・管理に関すること／図書・雑誌の
購入に関すること／図書の貸出・返却に
関すること／レファレンスサービスに関
すること／視聴覚資料の収集・視聴に
関すること  



0 5

ユーザーID、
パスワードを入力
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事前に配付しているユーザーIDと
パスワードをご準備いただき、ご入力ください。HUS -UN I PAへのアクセス

活 用 方 法
HUS-UNIPAでは、学生の学習状況や進捗に関する重要な情報が含まれ
ております。ぜひご確認いただき、学習サポートにお役立てください。

1

1 2 1 2

1 2

1 2

1 2

2

お問い合わせフォームよりご連絡ください。

アクセスはこちらから

https://unipa.hus.ac.jp/uprx/

ユーザーID・パスワードがわからない方

［ お問い合わせ先 ］  
教務課 kyomu@hus.ac.jp

ガイダンス日程や行事、教科書販売などのお知らせを掲示板で確認できます。掲示板について 成績閲覧について

学生の授業の出席状況を確認できます。出欠状況確認ついて

学生が履修している時間割がカレンダー形式で確認できます。時間割表示について

登録されている学籍情報を確認できます。学籍情報照会について

学生の単位修得状況や評価などの成績に関する確認ができます。

メニュー内の｢共通｣をクリック ｢学籍情報照会｣をクリック

メニュー内の｢履修関連｣をクリック

掲示板一覧ページ メニュー内の｢資格・成績｣をクリック

メニュー内の｢出欠｣をクリック

トップページ

詳細を確認する場合はここをクリック

「学生時間割表」をクリック

「成績照会」をクリック

「学生出欠状況確認」をクリック



企画編集・発行：北海道科学大学 親交会

〒006-8585 北海道札幌市手稲区前田7条15丁目4-1
TEL:011-676-8603 FAX:011-681-3622（校友課）
HP:https://www.hus.ac.jp

コミュニケーション力、課題発見解決力、自己実現力、ヒューマ
ニティといった基盤能力を基に、専門性を身につけた人材を育
成します。
すべての設置校に共通する、わたしたちのスローガンです。

　「学生と教職員は運命共同体」の理念に立脚し、会員相互の親
睦と道義・文化の昂揚並びに人間性の陶冶をはかることを目的
に、1968年4月、全学生・教職員による協学会が設立され、種々
の活動が行われています。

　雪嶺会は会員相互の親睦を厚くし、文化的、社会的向上を図
るとともに母校の興隆進展に寄与することを目的に、本学の在学
生、卒業生及び教職員から構成される同窓会組織です。
 現在の卒業生数は約77,000名おり、全国の同窓生は学部・学
科支部、地域支部、クラブ支部を中心に交流されています。雪嶺
会本部では、年間を通して各種の会員親睦事業や母校支援事業
が行われています。　
　在学中は準会員、卒業後は正会員として登録され、右記のサー
ビスを受けることができます。

　マイカークラブは、本学学生・教職員による交通事故を防止する
ため、交通安全意識の向上に努め、安全運転に徹するとともに、会
員相互の親睦と福祉の増進を図ることを目的に、1978年10月に
発足し、以来、交通安全組織として活動が行われてきました。会員
数は、学生・教職員合わせて約1,000名おり、交通安全の街頭啓
発などを行い、交通事故撲滅を目指して活動が行われています。

協学会 マイカークラブ

雪嶺会（北海道科学大学同窓会）

主な活動
● 新入生クラブ紹介の運営　● セーフティラリーの開催
● 東北工業大学総合定期戦の開催　● 体育祭の開催
● 大学祭の開催　● 協学会役員選挙の実施
● クラブリーダーズ交流会の開催　● 卒業祝賀会の助成

主な事業
● 学生活動への助成　
● 就職活動の支援
● 学生の表彰　
● 大学発行の各種証明書の代行取得
● 会報、ホームページを介した同窓生、大学情報の提供
● 同窓生親睦会
● その他の諸活動の助成

主な活動
● 総会の開催　● 交通安全の街頭啓発の実施
● 交通安全キャンぺ一ンの実施
● セーフティラリーに関する活動

O R G A N I Z A T I O N S諸団体


